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流動解析手法を用いて、固液混相流条件の減肉評価を行ったところ、エルボ部の腹側と側面に局所的な減

肉領域が見られ、この傾向は固体粒子の体積割合の増加に伴って顕著になることが分かった。 
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1. 緒言 

本研究では、デブリ粉塵を含む固液混相流による配管減肉モデルを構築することを目的としている。本報

では、流動解析手法を用いて、固液混相流条件の減肉傾向に与える固体粒子特性の影響評価を行った。 

 

2. 固液混相流条件における減肉評価 

流れ加速型腐食（FAC）による減肉の評価モデル[1]を用いて、FACの流動因子である物質移動係数を評価し

た（図 1）。固相については、固体の粒子群を取り扱うパーセルモデル[2]によって表現した。本評価により、

エルボ部の腹側と側面に顕著な減肉領域が発生することを確認した。また、固体粒子の体積割合が増加する

と、減肉傾向が顕著になることが分かり、固体粒子の存在が減肉に対して優位に影響することが示唆された。 

 

(a) 液単相流          (b) 混相流（粒子体積割合：0.53%） (c) 混相流（粒子体積割合 14.4%） 

図 1 流動解析による固液混相流条件下の減肉評価（配管表面における物質移動係数） 

3. 結論 

流動解析手法を用いて、固液混相流条件の減肉評価を行ったところ、エルボ部の腹側と側面に顕著な減肉

領域が発生した。本体系の減肉評価では、固体粒子の体積割合が重要なパラメータになることが示唆された。 
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